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　mLANの将来性
　２号にわたって紹介したmLAN はMIDI 信号とオー
ディオ信号が１本のケーブルで接続できますので配線
がスッキリすることはご理解いただけたものと思いま
す。実際にはマック以外のパソコンでも使えるのです
が、ウインドウズではまだうまく使えないようです。
マックでも実際に使ってみると、多くの機器が一つのミ
キサーに殺到するときなどに一体どこの何が鳴ってい
るのかすぐに判別できなくなるなどの問題があり、結局
コンピュータを介在させた方がそのあたりの交通整理
がうまくゆくようです。
　またEtherなどの規格にはTCP/IPやNetwearなどの規
格（プロトコル）が普及していますが、mLANにはまだ
このプロトコルが決まっていませんのでデータ転送の
統一規格がありません。ですから、mLANでインターネッ
トのブラウザを使ったり、JAVAのアプレットを転送す
ることは現状ではできません。あくまでも現在できるの
はMIDI信号と、オーディオ信号、それにビデオ信号くら
いのもので、その能力が十分に活かされているとは思え
ません。
　一方ではマックなどでは現在普及し始めた100BASE
の 10倍の転送速度を持つ1000BASEがG4などでは標準
装備されるなど、速度的にはmLANに迫るパワーを付け
始めています。
　しかし、mLANの決定的な利点はホストコンピュータ
が不要で、mLAN端子を持つ機器同士を接続するだけで
IN/OUTについての配線知識が殆ど不要になることです。
　私は（・・と第１人称で文章を書くことに抵抗があり
ますが）マック・ウインドウズのバイ・ユーザーで、ど
ちらもそれぞれの良さを認めています。以前あるパソコ
ン雑誌の特集でマックとウインドウズのどちらが優れ
ているかという特集があり、殆どの項目で優劣がつかな
いか僅かにマック優勢にみえた最後に、マックは同時に
複数のアプリが使えないということでウインドウズの
勝ちという結果を発表していたのを読んだことがあり
ます。これは明らかに間違いで、その証拠にマックには
アプリケーションとしてウインドウズを動かす、言い換
えればマックのくせにウインドウズのように振る舞う
ソフトがいくつかありますが、逆にウインドウズがマッ
クのように振る舞うことは大変難しいのです。このこと
は、マックはマックでありながら同時にウインドウズの
真似もするという完全な複数のアプリの並行処理がで
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きるマシーンであることがわかります。
　昔ソニーのベータという規格のビデオデッキが優れて
いたにもかかわらずＶＨＳという圧倒的攻勢（価格や販売
戦略、傘下のメーカー数など）に破れたことを思い出しま
す。しかし、今でも放送局ではベータが最も多く使われる
規格であり生産をストップしているわけでもないのです。
それは、映像のクオリティというシビアな要求に対してＶ
ＨＳはベータに劣るということをプロは知っていたから
だと思います。
　現在のマックとウインドウズの関係が私にはこのベー
タとＶＨＳの関係とオーバーラップします。私自身ウイン
ドウズを使っていてそのアプリケーションの圧倒的多さ
（逆に多すぎて迷う）に軍配をあげます。しかし、所詮は
DOS のサポートで動くウインドウズはそのメモリのやり
くりにかなり余分なエネルギーを使い、mLANのような超
高速処理はアプリケーションのパフォーマンスに重大な
影響を与えます。ウインドウズユーザーなら誰でも不思議
に思うでしょうがRAMを128MB以上増やしても目に見え
る効果がありません。それに対してマックはメモリ増設は
青天井。増やしただけパフォーマンスが向上し、同時に処
理できるアプリケーションの数も増やせます。
　このことがmLANをマックで使う利点であり、ICMCな
どのコンピュータ・ミュージックの専門家集団の８割が
マックユーザーであり、日本の大学で研究にコンピュータ
を使用する教官の７割がマックユーザーであるというこ
との根拠となっているのではないでしょうか。
　そしてもう一つのマックの利点は、以前にも紹介しまし
たが、ハイパーカードやアップルスクリプトで誰でも自由
にアプリケーションをデザインできるということです。
マックにはウインドウズほど多くのアプリケーション（特
に日本語の）がありませんが、楽譜ソフトの「フィナーレ」
のように、最初はマックOSのために書かれたものが多い
のです。バージョンアップの頻度もウインドウズほど頻繁
でなく、何よりもO S が変わってもの殆どのアプリケー
ションは動くことは助かります。
　言い換えれば、マックユーザーは頻繁な機種の買い換え
に悩まされることなく一つのアプリケーションをじっく
りと自分のものにすることができるともいえます。
　私のこの小論では市販アプリケーションの紹介に紙面
をさくことは極力避け、音楽教育に必要な自分に合うソフ
トを自作出来る環境としてマックを取り上げることが多
い理由がおわかりいただけるでしょうか。


